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ＳＤＧｓとは１７の目標と１６９のターゲットからなり、２０３０年までにこれらの目標を達成する為に採択 

された国際目標です。 

 

国光産業ではこの趣旨に賛同し、『私たちができる事』から少しずつ貢献しております。 

 

働く人の生きがい・健康を守る 

・定期健診の全社員受診や定期健診後の治療  

・保健指導を推進 

・喫煙所の野外設置による受動喫煙防止 

・感染症の予防接種費用の負担 

・資格取得支援 

・育児休暇制度の取得推進 

 

 
 

環境に配慮した取組み 

・施設内で自然発酵させた有機肥料の生産・販売 

・有機農薬の推進 

・廃棄物排出量の削減 

・二酸化炭素・燃料使用量の削減 

・グリーン購入の推進 

 

 

国光産業のＳＤＧｓ達成に向けた取り組み 
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1. 組織の概要  

 
【１】 名称及び代表者名 

事業所名        株式会社 国光産業 

      代表者氏名      代表取締役社長 豊原 敏行 

 

 

【２】 所在地   

      本 社           〒８３８－００５６ 福岡県朝倉市中原２０８-２ 

      事務所及び工場  〒８３８－００５８ 福岡県朝倉市馬田３３１１-１ 

 

 

           

【３】 環境管理責任者及び推進担当者 

            環境管理責任者  代表取締役社長  豊原 敏行 

            環境推進担当者                  松岡 美幸 

            連絡先          ＴＥＬ ０９４６－２２－３６７１ 

                            FAX 0946－22－0065 

                             Ｅメールアドレス   kunimituoffice@nifty.com 

 

 

【４】 事業の概要 

               飼料・肥料製造販売 

               産業廃棄物収集運搬業・産業廃棄物処分業(中間処理) 

                 業務委託（ビール工場内設備管理） 

 

    

【５】 事業の規模              

  

(事業年度：２月１日～翌年１月３１日) 

 

 

 

 

 

 

 

 単位 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 

売上高 百万円 ２５５ ２５４ ２５７ 

従員数 人 ２７ ２５ ２４ 

敷地面積 ㎡ 4,171 4,171 6,380 

mailto:kunimituoffice@nifty.com
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【６】 対象組織 

 

法人設立年月日   昭和４０年 ２月 

             資本金           １，０００万円 

          売上高           ２，５億円【平成３０年度】 

           

許可内容         産業廃棄物収集運搬業許可証福岡県知事許可 

                 （優良事業者認定取得済み）  

許可番号       第０４０００００８０５１号 

                                            （積替え保管なし） 

許可年月日     令和３年９月２日 

                              許可の有効期限 令和８年９月１日 

      

事業範囲          廃プラスチック、金属くず、ガラスくず等（以上３品目に 

ついては自動車等破砕物を除く） 

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アクリル、紙くず、木くず 

繊維くず、動植物性残渣、がれき類、ばいじん 

                               以上１４品目 

 

           許可内容         産業廃棄物処分業許可証福岡県知事許可 

                           （優良事業者認定取得済み） 

 許可番号       第０４０２０００８０５１号 

                (積替え保管なし) 

許可年月日     令和３年９月２日 

 許可の有効期限 令和８年９月１日 

      

           事業範囲          

中間処理（発酵）汚泥、動植物性残渣    以上２品目 

中間処理（破砕）廃プラスチック類、ガラスくず等（以上 

                                     ２品目については、自動車等破砕物を除く） 

                                             中間処理（圧縮）金属くず、（自動車等破砕物を除く） 

                                                               以上１品目  

      

           飼料取扱量       約１０，０００ｔ/年 

 

 

 

 

 

 

４ 



5 

 

 

 

 

 

 

施設等の状況 

収集運搬関係     ダンプ車       ３t   １台 

                                    ダンプ車       ４t   ２台 

                                    キャブオーバ   ２t   １台 

                                    キャブオーバ   ４t   ４台 

 

           処分関係                                          

①  発酵施設      処理能力  汚泥、動植物性残渣    ２．２５t/日 

②  破砕施設      処理能力  廃プラスチック         １．５３t/日 

                            ガラスくず等         3.02t/日 

③  圧縮施設      処理能力  金属くず                ４．８９t/日 

       

           処理実績 

                                  

２０２２年 産業廃棄物収集運搬量【t】 

汚泥 ５４９．４ 

動植物性残渣 ５５６．６ 

工水 ０．８４ 

排水残渣 ７．７５ 

 

                                 ２０２２年 産業廃棄物中間処理量【t】 

残渣（動植物性） １３．６０t 

工水 ０．８４t 

排水残渣 ７．７５t 

再資源化等量小計 ２２．１９t 

中間処理後処分量合計 ２２．１９t 

 

             

棄処分料金    見積もり対応 

             

     

 

  

５ 
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　処理施設の種類

　設置場所

　設置年月日

　処理能力

　廃棄物の種類

　

　１.搬入物を一次発酵施設にて混合撹拌を行う

　２.二次発酵施設にて攪拌を行いながら１週間発酵させる

　３.二次発酵施設の全量を三次発酵施設の発酵槽①に移す

　４.以後１週間ごとに三次発酵施設で①→②→③→④と移していく

　【発行時に発生するガスの対策】

　・脱臭施設でガスを吸着→　発酵施設内にダクトを設置し、その先を

　　　　　　　　　　　　　　           　 　　脱臭設備のブロワーに接続している

　・発酵ガスを循環→　　　　     発酵施設で発生したガスを再びブロワー

　　　　　　　　　　 　　    　　　　　　 　　で堆肥の中に送り循環させる

備考　現在、「破砕」及び「圧縮」に関しては事業を実施していない

排水残渣、動物性残渣

処理施設の処理方式

及び設備の概要

環境保全設備の概要

　施設の概要（中間処理施設）

発酵施設

福岡県朝倉市馬田3314番外2筆

2011年7月20日

2.25t/日（24hr）

排水残渣

動植物性残渣

出荷 袋詰

一次発酵施設
発酵（攪拌）

二次発酵施設

発酵（熟成）

三次発酵施設

発酵槽

① ② ③ ④

工水
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２．認証・登録の対象範囲（全組織・全活動） 

対象組織：本社、事務所・工場、製品置場 

活動内容：飼料製造販売、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業（中間処理）                              

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割分担表 

所 属 役割・責任・権限 

環境管理責任者 

・ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行し環境実績 
を向上せる 

・環境経営目標、環境経営計画を作成する 
・３ヶ月に１回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実行状況を確認する 
・上記の結果を代表者に報告する 
・環境経営方針以外の制改定責任者 

環境管理推進担当 
・環境管理責任者を補佐し、適切な運用を推進する 
・環境経営システムの文書作成・管理・レポートの作成 

代表者 

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ 
・環境方針を作成・見直し、従業員に周知する 
・環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する 
・環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する 
・ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する 
・経営における課題とチャンスを整理し明確にする 

ＥＡ２１委員会 
・３ヶ月に 1 度開催する 
・四半期毎の進捗状況を確認する 

ＥＡ２１事務局 
・ＥＡ２１の記録類、及び基礎データの作成・維持・集計・管理を行う 
・社外からの環境情報の収集と伝達を行う 

部門長 

（部長ｏｒ課長） 

・環境経営方針、自部門の環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する 
・環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する 
・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する 
・自部門に関連する法規制等を順守する 
・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する 
・自部門の教育・訓練を実施する 

全従業員 
・環境経営方針・環境目標・実施体制の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する 
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する 

代表取締役社長 

（環境管理責任者） 

豊原 

 
ＥＡ２１委員会   

各班から１名 

環境管理責任者 

 環境管理推進担当 

EA21事務局 

輸送４班 

部 門 長 ： 久 保  

ｷﾘﾝ①１班 

部 門 長 ： 淵 上  

孝 

ＥＡ２１事務局 

工場①３班 

部 門 長 ： 和 田  

ｷﾘﾝ②２班 

部 門 長 ： 坂 本  

工場４班 

部 門 長 ： 篠 原  

真 
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３.環境経営方針  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制定日  ２０１７年９月１日      

株式会社国光産業 

代表取締役 豊原敏行  

株式会社 国光産業は、リサイクルに係わる環境問題に取組む

事を企業の社会的責任であると認識し、従業員一丸となって継

続的な環境改善とＳＤＧｓの目標達成に向けた活動に取り組み

ます。 

環 境 経 営 方 針 

1.   地球環境の保全のために、継続的な環境改善活動を実施し 

次の事項について環境負荷削減に努めます。 

    

◆電気使用量、燃料使用量、二酸化炭素排出量 

      ◆廃棄物（一般・産業）排出量 

      ◆水使用量（節水） 

 

２. 事務用品のグリーン購入の促進に取り組みます。 

 

３. 受託した産業廃棄物の収集運搬及び処分に関わる環境荷の 

低減に取り組みます。 

 

４. 環境に関する法令や条例、その他規制を受ける事項を遵守 

します。 

 

５． 全従業員が環境経営方針を理解し自らの役割を十分に認識 

し本方針に沿って活動が行われるように環境教育を進めます。 
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４．環境経営目標   

 

 

備考：  

  ％は、2019 年度の実績をベースとしての削減率を示す。 

※1 ２０２１年度の全車両の燃費の平均を目標とする。 

 二酸化炭素排出係数は２０１９年度、九州電力調整後 0.370-ＣＯ２/ｋｗｈと 

 ２０１９年度、アメニティ電力調整後 0.447-ＣＯ２/ｋｗｈを使用 

 

 

  

 

環境経営目標 単位 
該当   

事業所 

2019 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 

基準年度 

実績 

2022 年度   

目標（-4％） 

2023 年度   

目標（-5％） 

2024 年度 

目標（-６％） 

2025 年度

目標（-７％） 

1 二酸化炭素排出量の削減 Kg-CO2 全社 177,445 170,347 168,573 166,798 165,024 

(1) 電気使用量の削減 kWh 全社 53,035 50,914 50,383 49,853 49,323 

(2) ガソリン使用量の削減 L 全社 6,119 5,874 5,813 5,752 5,691 

(3) 軽油使用量の削減 L 全社 51,915 49,839 49,3２０ 48,800 48,281 

2 

一般廃棄物排出削減 Kg 全社 624 599 593 ５８７ ５８０ 

産業廃棄物排出量の削減 ｔ 全社 18.06 17.34 17.16 16.98 16.80 

3 水使用量の削減 ㎥/月 全社 節水  ３５．６ ３５．２ ３４．９ 34.5 

4 グリーン購入の推進 % 全社 ３８ ５０．５ ５１．０ ５１．５ 52.0 

5 紙使用量の削減 枚 全体 10,654 22,899 22,667 22,436 22,205 

6  燃費向上   ㎞/Ｌ 全体 - 
５．９６ 

※１ 
６．０２ ６．０８ ６．１４ 
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５．環境経営目標の実績 

エコアクション２１を運用した２０２２年２月～２０２３年１月における目標に対する実績は次のとおりであった。

（年度：２月～翌年の１月） 

 

※使用電力の二酸化炭素排出量は、２０１９年度、九州電力調整後の０．３７０kg-CO2/kWh と２０１９年度、 

アメニティ電力調整後の０．４４７kg-CO2/kWh を使用して算出した。 

 

目 標 単 位 2019年度実績 202２年度目標 202２年度実績 
目  標 

達成率 

目標達成の

判定 

二酸化炭素排出量削減    (４％) Kg-CO２ 177,445 170,347 162,917 １０５％         

（電気使用量の削減）      (4％) kWh 53,035 50,914 47,304 108％  

（ガソリン使用量の削減）  （４％) L 6,119 5,874 5,480 １０７％  

（軽油使用量の削減）     (４％) L 51,915 49,839 50,119 ９９％  

一般廃棄物排出量の削減 (４％) kg ６２４ ５９９ ５８９ １０２％  

産業廃棄物排出量の削減 (４％) ｔ 18.06 17.３４ 14.93 １１６％  

水使用量の削減       ㎥/月 節水 ３５．６ 30.6 １１６％  

グリーン購入の推進 ％ ３８ ５０.5 44.1 １１５％  

紙使用量の削減 枚 10,654 22,899 17,559 １３０％  

燃費向上 ㎞/Ｌ - ５．９６ 6.10 １０２％  
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６．環境経営計画の取組み結果と評価 
【１】二酸化炭素排出量１％の削減 

  
   

取組目標 活動項目 達成状況 

① 電気使用量の削減 

 空調の温度化、冷房２８℃前後 暖房２０℃前後を徹底する 〇 

 使用していないパソコンの電源を切る 〇  

 昼休み時間の消灯 〇  

 照明器具、空調器フィルターの定期的な掃除（３か月置き） 〇  

 ＬＥＤ照明への更新 〇  

② ガソリン使用量の削減 

 アイドリングストップ 〇  

 急発進・急加速・急減速の禁止 〇  

 不要な荷物は積まない 〇  

 空気圧の適正確認チェック（月に１度） 〇  

 ふんわりアクセルエコスタート 〇  

 カーエアコンの適切な使用 〇  

 早めのアクセルオフ 〇  

③  軽油使用量の削減 

 アイドリングストップ 〇  

 急発進・急加速・急減速の禁止 〇  

 不要な荷物は積まない 〇  

 空気圧の適正確認チェック（月に１度） 〇  

 暖気運転は３分以内 〇  

 坂道のエンジンブレーキの使用 〇  

 定期的なオイル交換（エンジンオイル目安 10,000K） 

 対象全車両 
〇  

 定期点検の実施 〇 

 定期的なオイル交換（目安２５０ｈ） 対象全リフト 〇 

 

 

 

【２】廃棄物排出量１％の削減 

 

 

 

 

 

取組目標 活動項目 達成状況  

① 一般廃棄物排出量の削減  分別によるリサイクルの推進 〇   

② 産業廃棄物最終処分量の削減 
 分別によるリサイクルの推進 〇   

 分別後のリサイクル業者への引き渡し 〇   
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【３】水使用量の削減 

取組目標 活動項目 達成状況 

① 節水活動 

 蛇口水道の劣化確認   〇 

 節水ラベルの貼付け（外れていないかの確認）  〇 

 蛇口の水漏れ点検  〇 

 水道メーターのモニタリング  〇 
       

 

【４】グリーン購入の推進（１年１品目の採用決定）     

取組目標 活動項目 達成状況  

① グリーン購入相当品調査・購入 
 グリーン相当事務用品の調査購入  〇  

 グリーン購入品相当資材機材の購入、再生品利用率の把握  〇  

        

【５】紙使用量１％の削減       

取組目標 活動項目 達成状況  

① 紙使用量の削減 
 コピー用紙裏紙の利用  〇  

 ミスコピー用紙の削減  〇  

        

【6】燃費向上１％       

取組目標 活動項目 達成状況  

①  燃費向上 

 エコドライブ遵守  〇  

 配送ルートの効率化  〇  

 エンジンオイルの定期点検  〇  
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７．環境経営目標の結果と評価、次年度の取り組み内容 
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二酸化炭素排出量
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【Kg-co2】 
次年度の取り組み 

次年度の取り組み 

・電気使用量の削減 

・ガソリン使用量の削減 

・軽油使用量の削減 

・ＥＡ活動の推進 

評価 

・空調の温度化、冷房 28℃ 暖房２０℃ 

前後を徹底する 

・使用していないパソコンの電源を切る 

・照明器具、空調機フィルターの定期的 

 な掃除 

・ＬＥＤ照明への更新 

評価 

【Kwh】 

今年度は、ガソリン、軽油使用量の削減により目標を

達成することができた。電気については生産量が増

加したことで使用量が増加しているため、引き続き節

電を心がけた取り組みを行っていく。 

前年度に比べて生産量が増加したことにより一時的

に電気使用量が増加したが、こまめに電気を消すな

ど従業員一人ひとりがしっかりと節電を意識した活動

ができていたため、目標を達成することができた。 
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【Ｌ】 

・アイドリングストップ 

・急発進・急加速・急減速の禁止 

・不要な荷物は積まない 

・空気圧の適正確認チェック（１か月１回） 

・ふんわりアクセル e スタート 

・カーエアコンの適切な使用 

・早めのアクセルオフ 

・アイドリングストップ 

・急発進・急加速・急減速の禁止 

・不要な荷物は積まない 

・空気圧の適正確認チェック（１か月１回） 

・暖気運転は３分以内 

・坂道のエンジンブレーキの使用 

・定期的なオイル交換(エンジンオイル 

 目安 10,000ｋ）対象全車両 

・定期点検の実施 

・定期的なオイル交換（目安２５０h） 

対象全リフト 

・配送ルートの効率化 

次年度の取り組み 

今年度は、ガソリン車の使用が少なかったことも

あり目標を達成することができている。 

評価 

評価 

今年度は、配車ルートを見直すなど、前年よりも配達

数が増加しているにもかかわらず、使用量を抑えるこ

とができていました。目標達成には至りませんでした

が引き続き、エコを意識して活動に取り組んでいく。 

【Ｌ】 
次年度の取り組み 
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【t】
次年度の取り組み 

次年度の取り組み 

・分別によるリサイクルの推進 

・分別後のリサイクル業者への引き渡し 

・分別によるリサイクルの推進 

・分別後のリサイクル業者への引き渡し 

評価 

しっかり、分別等をおこない、定期的に個人分のゴミ

を持ち帰ることを再確認してもらうなどしっかりと活

動ができていたため、目標を達成することができて

いる。 

今年度もしっかりと分別をおこない、再利用できるも

のをしっかり使用することで、目標を達成することが

できている。 

評価 
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 【㎥】 

次年度の取り組み 

次年度の取り組み 

・蛇口水道の劣化確認 

・節水ラベルの貼付け（外れていないか） 

・蛇口の水漏れ点検 

・グリーン相当事務用品の調査・購入 

・グリーン購入相当資材の購入、再生品 

 利用率の把握 

 

【％】 

評価 

従業員一人ひとりが節水に関してアイデアをだすな

ど、活動内容をしっかり意識した取り組みができてい

るため、目標を達成できている。 

今年度は、グリーン商品の購入が少なく目標を達成

することができなかった。引き続き、購入時にグリー

ン商品の確認をおこない、購入していく。 

評価 
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次年度の取り組み 

次年度の取り組み 

・コピー用紙裏紙の利用 

・ミスコピー用紙の削減 

・エコドライブ遵守 

・配送ルートの効率化 

・エンジンオイルの定期点検 

評価 

決算期などで一時的に増加するものの、今年度も

しっかり裏紙の利用や、ミスコピー防止に努めるな

ど徹底した活動ができていたため、目標を達成する

ことができている。 

 【枚】

【枚】 

【㎞/Ｌ】 

評価 

日頃からエコ運転を意識し、配送ルートを見直すな

どしっかり活動ができていたため、目標を達成するこ

とができている。 
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 その他（活動報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境に害のある薬剤等は処分!! 整理整頓・掃除!! 

回収フレコンの劣化、汚れをしっかりチェックし

分別、掃除、整理整頓をおこない再使用率ＵＰ!! 
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循環型社会の貢献 

 

 

 

 

 

 

  

食品工場から排出される産業廃棄物を再利用し、飼料や肥料を製造しています。 

製造した肥料を散布します 

自社オリーブ畑 

飼料製造 
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防火用水・防火訓練

防火ポンプ制御盤内

防火用水の確認、防火ポンプの起動の説明とポンプの使い方の訓練を行いました。

防火用水制御盤の周辺と防火ホースの前には物は置かず、動線をしっかり確保してお

くこと!! もしもの時にあわてないようにしっかり訓練しました。



21 

 

 

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並び 

に違反、訴訟等の有無 

環境関連法規 要求事項 遵守状況 

廃棄物処理法 

処理の義務 適 

処理基準の遵守 適 

委託 適 

委託基準 適 

排出者責任 適 

産業廃棄物処理責任者 適 

管理表写しの交付 適 

管理表の写しの送付を受けるまでの期間 適 

運搬受託者の義務 適 

収集・運搬業、処分業の許可の申請 適 

収集・運搬業、処分業の更新 適 

収集・運搬業、処分業の許可の基準 適 

収集・運搬業、処分業の処理基準 適 

収集・運搬業、処分業の再委託の禁止 適 

帳簿の記載と保存 適 

収集・運搬業、処分業の変更許可 適 

収集・運搬業、処分業の変更届出 適 

収集・運搬業、処分業の名義貸しの禁止 適 

収集・運搬基準 適 

保管基準 適 

投棄禁止 適 

焼却禁止 適 

報告の徴収 適 

処理施設の定期検査 適 

処理施設の維持管理 適 

事故時の措置 適 

管理表の返送 適 

虚偽の管理表の交付の禁止 適 

管理票の保存 適 

特定特殊自動車排出ガスの規制等に

関する法律 

事業者及び使用者の責務 適 

使用の制限 適 

浄化槽法 

浄化槽管理者の義務 適 

定期検査 適 

維持管理状況報告書 適 

使用済自動車の再資源化等に関する

法律（自動車リサイクル法） 
自動車の所有者の責務 適 

特定家庭用機器再商品化法 

(家電リサイクル法) 
事業者及び消費者の責務 適 

悪臭防止法 規制基準の遵守義務 適 

フロン排出抑制法 第一種特定製品について簡易点検・定期点検及び記録作成・保存 適 

 

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。  
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９．代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

 

         

今回の取組みの評価結果 

 今年度も前年度同様、新型コロナウイルス感染症流行下の中ではじまったが、徐々に緩和が進み、流行 

 前のように少しずつ生産数や販売数も増加しました。活動も徐々に再開し、仕事量が増えるなかで、電気 

 使用量や燃料の使用量の一時的な増加も見られたが、従業員一人ひとりができる事を意識して活動や 

 取り組みをおこなってきた結果、二酸化炭素排出量を大きく削減することができた。 

  

         

環境経営システムの評価結果 

 前回の指示にあったように、正確なデータの収集や取り組みを細かくチェックすることで、各環境目標を 

大きく削減することができている。軽油使用量については目標を達成することができなかったが、前年度 

 より大幅に削減ができている。今年度より車両の燃費向上を目標に追加したこともあり、更に高い意識 

 をもって取り組むことができている。 

  

         

見直しの結果・指示 

 今期達成できなかった軽油削減について、より正確なデータを収集するため原単位での目標を設定 

 し、管理を行っていく。 

  


